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上，病態生理の解明に重要と患われる。我々は，慢性呼
吸器疾患において，末檎化学感受性縄 Withdrawaltest 
にて，中枢化学惑受性を steady state C02 response 
testにより定量的評価を行い，慢註低酸素血症でも末椙
化学感受性は比較的よく保たれているが，慢性高炭酸ガ
ス皐症では，その程度に志じて，中枢化学感受性は，負
の相関をもって者意の低下を示した。 
14.実験的肺塞栓塞の菊態生理について
。斉藤康栄，沢田晶夫，角坂育英
橋尽一光，長尾啓一，椙田隆
〈千大・爵研内科〉
ピー グノレ犬30頭を用い姉塞栓症を実験的に存り病態生
理を検討した。右側踊パyレー ン爵塞によ予左{員1]肺動脈庄
は+80持上昇し， Pa02は -10%低下した。定規)j諦 Se-
phadex粒子 (40--120μ〉約1000万個注入により左倶1諦
動腰圧は20秒後十140%，20分後+50弘となづた。 Pa02
辻 -25弘， Paw +10%でこの再者の変動率は各種薬物
負荷後 Sephadex注入では anti-serotonin，α-blocka-
de，.8岨 stimulantによ担抑制された勉， Indomethacin 
により増大し PG系の抑制的関与が示唆された。 
15.組織型加にみた肺癌所罵リンパ蔀の免変反応性
佐藤展将，藤沢武彦，室田成宏
〈千大・爵研外科〉
蹄癌努除例40伊jを対象に，接気管，分i投下，肺門リン
パ節のリンパ球幼若北反応と自己撞蕩細胞リンパ球混合
培養(限LTC)による免疫反志を検討した。ヲンパ球幼
若化反応は癌腫に近いリンバ節ほど高い僅を示し，腫蕩
特異的反応の MLTCも，日車内部iこ，揚陸率が高く，ま
た，腫蕩径 3cm以上に揚性率が高く再発伊jは， リンパ
球幼若北能， MLTCともに，抵植を示した。肺癌所員
リンパ第には，彊蕩特異称非特異的免疫能は存在して
お!J，癌腫に，近接したヲンバ節に強い傾向が認められ，
宿主の防御機能を示していると考えられる。 
16.最近5年間の細胞診
大岩孝司，柴光年，鎗田努
{千大・蘇研外科〉
検索対象は手術的に切験さ九病理組織学的診新の確
定した 160例である。倍前の細起診の成讃は箸疾・気管
支擦過細胞診で160例中101例， 63%が診露号され，経皮的
針生検細胞診は63慨に施行さM4例， 85%が陽性であっ
た。術中迅速紹抱診にて診断された 5例を含め， 154例， 
96%の備前診断率で、あった。また組織型の一致率は88%
で、あづたが，腺癌に不一致伊jが多かった。他に縦扇麗
蕩，諒良4注疾患に対する本法の成譲についても合わせ報
告した。 
17.組織分類かちみた肺語症椀の検討
君塚五部，大和田芙美，林 豊
(千大・肺研病理〉 
1977年に大きく改正された組識分類{薪分類〉と!日分
類を換討した。新分類は!日分類の構造異型度と最も関連
が深く，新分類の分化度と予後はよく相関する。!日分類
では SAT3，CAT m，INF rに予後の悪い例が多い
が，異型度，浸潤度の程度と予後との関連は明らかでな
かった。癌の血管浸j需の有無は予後と強い関連を有0，
分化度の高い割に血管浸溝揚性部が少いという相関を示
した。また基賓結合織の礁子化鎮向を示す拐jの予後はよ
くない。 
18.肺癌と義国・線溶
佐藤行一部，鎗匡努(千大・肺研外科〉
原発性肺癌患者を対象に末槙血の凝固・隷溶因子，こ
とに，フィブヲノーゲン，プラスミン活性， FDPにつ
いて測定し検討を加えた。プラスミン活性， FDPにつ
いては，病携の進んだもので、高値を示したものがあった
が一定の額向辻見られなかった。ブィプロノーゲンは病
第の進んだもので高値をとるものが多く，また，組織型
では嘉平上皮癌が癌に対し有意の差で高く，基質結合識
の多少については豊富な基質結合織を持った翠に高く，
血管侵襲に関して辻侵襲の多く見られる群で、高かった。
嬢癌の亜型に関しては，臆管聖膿癌に高値を示したもの
があったが，手L頭状腺謹に対して有意の差辻見られなか
った。 
19. Scanning Radioimmunoassay 
木村秀境(千大・肺研外科〉
腫蕩抗原に特異的に感作されたリンパ球を用いて，彊
蕩の部位診断を行いうるかを検討した。
<研究材料と方法> ピールスf生原発腫蕩 (M同誌SV)
を拒諾した BALBjCマウスの牌組胞を， In.vitroに
てさらに Tumorcellと混合堵養し感作リンパ球を作
ムこれに， S9mTcまたは 51Crをラベノレし，抗癌マワ
スの是静脈よ担静詮し，経時的にヲンバ球の分布を，験
器を請出して r-カウンターにて countした。コントロ
ールとして，抗原性の全く異なるメテルコラントレン誘
